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【
要
旨
】
明
治
初
期
に
お
け
る
東
・
西
両
本
願
寺
と
琉
球

知

名

定

寛

本
稿
は
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
か
ら
、
琉
球
王
国
が
強
制
的
に
解
体
さ
れ
た
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
ま
で
の
期
間
を
明
治
初
期
と

設
定
し
、
こ
の
間
に
お
け
る
東
・
西
両
本
願
寺
と
琉
球
の
真
宗
と
の
関
係
に
焦
点
を
置
い
て
論
及
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
。

琉
球
の
真
宗
史
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
三
次
に
亘
る
法
難
事
件
の
顚
末
に
焦
点
が
置
か
れ
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
第
一
次

の
法
難
事
件
は
天
保
一
〇
（
一
八
三
四
）
年
に
、
第
二
次
の
法
難
事
件
は
近
世
末
期
の
安
政
元
（
一
八
五
四
）
年
に
勃
発
し
、
と
り
わ
け
第
二

次
の
法
難
事
件
で
は
仲
尾
次
政
隆
を
座
元
と
す
る
信
者
集
団
中
山
国
廿
八
日
講
が
弾
圧
さ
れ
、
近
世
末
期
に
お
け
る
琉
球
の
真
宗
は
壊
滅
的
な

状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
琉
球
の
真
宗
信
者
が
皆
無
に
な
っ
た
訳
で
は
な
い
。
仲
尾
次
政
隆
（
一
八
一
〇
〜
七
一
年
）
の
高
弟
で
あ
る
備
瀬
知
恒

は
第
二
次
法
難
事
件
の
前
年
、
活
計
の
た
め
奄
美
大
島
に
渡
っ
て
い
て
難
を
遁
れ
、
九
ヶ
年
に
亘
っ
て
道
の
島
々
を
転
々
と
し
た
後
、
琉
球
に

戻
っ
て
秘
か
に
布
教
活
動
を
開
始
し
、
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
に
は
信
頼
出
来
る
人
々
に
本
尊
を
拝
ま
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
備

瀬
知
恒
率
い
る
信
者
集
団
が
、
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
に
来
琉
し
た
大
谷
派
本
願
寺
（
以
下
、
東
本
願
寺
と
表
記
）
の
僧
侶
田
原
法
水
ら
の

布
教
活
動
を
支
え
る
基
盤
と
な
り
、
そ
れ
が
露
顕
し
て
翌
年
の
第
三
次
法
難
事
件
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
三
次
法
難

事
件
は
本
稿
で
の
分
析
対
象
に
な
る
が
、
第
一
次
と
第
二
次
の
法
難
事
件
は
明
治
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
分
析
対
象
外
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
、
明
治
初
期
に
お
け
る
琉
球
真
宗
展
開
の
特
色
を
分
析
す
る
う
え
で
、
近
世
の
真
宗
展
開
に
つ
い
て
も
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
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る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

薩
摩
と
の
関
係
上
、
琉
球
で
は
真
宗
が
伝
播
す
る
以
前
か
ら
そ
の
信
仰
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
、
一
八
世
紀
中
頃
に
は
琉
球
に
も

真
宗
が
伝
播
し
、
少
な
か
ら
ず
信
者
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
琉
球
ヘ
の
真
宗
伝
播
を
担
っ
た
の
は
薩
摩
門
徒
で
海
運
業

に
従
事
す
る
船
頭
や
水
夫
た
ち
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
琉
球
に
滞
在
中
、
秘
か
に
勧
誘
活
動
を
行
っ
て
信
者
の
寄
合
集
団
で
あ
る
講
を
結
成
し
、

京
都
本
願
寺
と
の
間
を
取
り
次
い
だ
の
で
あ
る
。

琉
球
の
代
表
的
な
寄
合
集
団
と
し
て
中
山
国
廿
八
日
講
と
中
山
国
尼
講
が
あ
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
中
山
国
廿
八
日
講
を
率
い
て
い
た

の
が
仲
尾
次
政
隆
と
い
う
那
覇
士
族
で
、
彼
の
先
祖
は
薩
摩
久
志
の
中
村
宇
兵
衛
で
あ
っ
た
。
中
村
宇
兵
衛
は
琉
球
か
ら
の
年
貢
米
を
薩
摩
に

運
送
す
る
船
主
で
、
琉
球
の
妻
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
息
三
人
と
共
に
本
願
寺
派
本
願
寺
（
以
下
、
西
本
願
寺
と
表
記
）
を
参
詣
し
た
記
録
が

残
さ
れ
て
い
る
。
仲
尾
次
政
隆
は
中
村
宇
兵
衛
の
五
代
目
の
直
系
子
孫
で
、
最
初
は
身
内
を
対
象
に
信
仰
を
弘
め
、
や
が
て
遊
女
を
含
む
多
数

の
信
者
を
獲
得
し
て
い
っ
た
。
そ
の
活
動
を
支
え
、
懇
志
や
献
上
品
を
西
本
願
寺
に
取
り
次
い
だ
の
が
、
中
村
宇
兵
衛
ら
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ

た
薩
州
廿
八
日
講
で
、
そ
の
構
成
員
に
船
頭
や
水
夫
ら
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

い
っ
ぽ
う
、
中
山
国
尼
講
は
、
薩
摩
指
宿
の
御
戸
帳
講
に
属
す
る
船
頭
や
水
夫
た
ち
が
琉
球
に
滞
在
中
、
主
に
遊
廓
の
遊
女
を
対
象
に
勧
誘

し
、
中
山
国
尼
講
を
結
成
し
て
西
本
願
寺
と
の
間
を
取
り
次
い
だ
。
寄
合
集
団
と
し
て
は
中
山
国
尼
講
の
ほ
う
が
中
山
国
廿
八
日
講
よ
り
も
先

に
結
成
さ
れ
、
西
本
願
寺
ヘ
の
参
詣
も
頻
繁
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
真
宗
寺
院
も
僧
侶
も
存
在
し
な
い
薩
摩
の
門
徒
や
琉
球
の
信
者
に
と
っ
て
、
信
仰
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
本
山
本
願

寺
と
の
直
接
的
な
結
び
付
き
が
不
可
欠
で
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
が
遙
か
琉
球
・
薩
摩
・
大
坂
・
京
都
を
往
来
す
る
薩
摩
門
徒
と
し
て
の
船

頭
・
水
夫
の
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
本
山
本
願
寺
も
、
遠
方
か
ら
参
詣
か
つ
命
懸
け
で
信
仰
を
維
持
す
る
薩
摩
や
琉
球
の
信
者
を
優
遇
し
て
い
る
。
参
詣
者
に
対

し
、
門
主
か
ら
特
別
な
下
賜
品
を
与
え
た
り
、
要
望
の
あ
っ
た
本
尊
絵
像
や
聖
人
像
な
ど
の
講
仏
は
大
方
授
与
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
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取
締
り
が
あ
っ
た
時
、
秘
匿
・
遁
走
し
や
す
い
よ
う
に
外
箱
・
内
箱
も
含
め
て
小
幅
に
す
る
な
ど
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
た
。

右
の
よ
う
な
近
世
薩
摩
と
琉
球
に
お
け
る
真
宗
展
開
や
京
都
本
願
寺
と
の
関
係
は
、
い
ず
れ
も
主
に
西
本
願
寺
が
所
蔵
す
る
史
料
の
分
析
か

ら
解
明
さ
れ
た
事
柄
で
、
東
本
願
寺
の
史
料
は
開
示
す
ら
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
近
世
薩
摩
と
琉
球
の
真
宗
展
開
と
い
う
場
合
、
そ
れ
は

西
本
願
寺
一
辺
倒
の
歴
史
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

西
本
願
寺
の
史
料
で
は
、
琉
球
信
者
の
本
山
参
詣
は
安
政
元
（
一
八
五
四
）
年
一
一
月
一
六
日
付
の
中
山
国
尼
講
が
最
後
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
同
年
の
一
〇
月
に
第
二
次
法
難
事
件
が
勃
発
し
た
こ
と
が
原
因
で
、
中
山
国
廿
八
日
講
は
壊
滅
状
態
と
な
り
、
中
山
国
尼
講
に
も
影
響

が
及
ん
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
以
降
、
琉
球
の
真
宗
信
者
と
西
本
願
寺
と
の
関
係
は
途
絶
し
て
し
ま
い
、
正
式
に
復
活
す
る
の
は
明
治
三
〇
（
一

八
九
七
）
年
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
間
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
琉
球
で
は
備
瀬
知
恒
の
秘
か
な
活
動
に
よ
っ
て
真
宗
は
復
活
し
て
い
た
が
、
西
本
願
寺
と
の
関
係
も
復
活
し

て
い
た
か
ど
う
か
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、「
尚
家
文
書
」
に
よ
る
と
、
西
本
願
寺
は
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
頃
か
ら
琉
球
開
教

に
向
け
た
動
き
を
開
始
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
す
な
わ
ち
、
明
治
八
年
に
視
察
の
た
め
琉
球
を
往
還
し
た
と
い
う
西
本
願
寺
の
僧
侶
和
泉

憲
亮
が
東
京
の
琉
球
藩
邸
を
訪
問
し
、
布
教
活
動
に
着
手
す
る
こ
と
を
伝
え
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
、『
本
願
寺
開
教
五
十
年
史
』
に
よ
れ
ば
、
和
泉
憲
亮
・
広
橋
覚
讓
の
二
僧
侶
が
渡
琉
し
た
の
は
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
三

月
の
こ
と
で
、
二
人
は
琉
球
に
五
ヶ
月
間
滞
在
し
て
視
察
し
た
よ
う
だ
が
、
結
局
、
西
本
願
寺
の
琉
球
で
の
活
動
は
明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）

年
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

い
っ
ぽ
う
、
東
本
願
寺
は
海
外
布
教
の
一
環
と
し
て
、
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
に
田
原
法
水
・
自
見
凌
雲
・
清
原
競
秀
の
三
僧
侶
を
琉
球

に
派
遣
し
た
。
先
陣
を
切
っ
て
那
覇
に
上
陸
し
た
田
原
法
水
は
、
運
良
く
備
瀬
知
恒
と
出
会
い
、
備
瀬
の
協
力
を
得
て
教
線
を
拡
張
し
て
い

く
。
と
い
う
よ
り
、
従
前
は
西
本
願
寺
の
影
響
下
に
あ
っ
た
備
瀬
率
い
る
信
者
集
団
を
そ
の
ま
ま
継
承
で
き
た
と
い
う
の
が
実
情
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
田
原
法
水
の
報
告
に
よ
る
と
、
備
瀬
は
信
者
に
対
し
、
東
本
願
寺
の
傘
下
に
入
っ
て
し
ま
う
と
、
西
本
願
寺
の
開
教
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が
始
ま
っ
た
時
に
は
何
か
と
問
題
が
生
じ
る
、
と
語
っ
て
い
る
と
い
う
。
信
者
の
獲
得
や
囲
い
込
み
を
め
ぐ
っ
て
両
者
に
は
軋
轢
が
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

田
原
ら
三
僧
侶
の
活
動
や
信
者
の
動
向
を
内
偵
し
て
い
た
琉
球
藩
庁
は
、
明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年
一
〇
月
二
二
日
、
備
瀬
知
恒
と
田
原

ら
の
宿
主
宮
城
筑
登
之
の
二
名
を
拘
留
し
、
そ
の
後
も
次
々
と
琉
球
の
信
者
を
拘
引
し
た
。
第
三
次
法
難
事
件
の
勃
発
で
あ
る
。

事
態
打
開
の
た
め
、
田
原
法
水
は
本
山
東
本
願
寺
に
支
援
を
求
め
、
東
本
願
寺
は
明
治
一
一
（
一
八
七
八
）
年
七
月
、
小
栗
憲
一
を
琉
球
に

派
遣
す
る
。
小
栗
憲
一
は
明
治
政
府
の
出
先
機
関
で
あ
る
内
務
省
出
張
所
所
長
木
梨
精
一
郎
に
協
力
を
求
め
た
う
え
で
、
信
者
の
宥
免
と
真
宗

解
禁
を
求
め
て
琉
球
藩
庁
と
交
渉
を
開
始
す
る
が
膠
着
状
態
が
続
い
た
。
そ
こ
で
小
栗
憲
一
は
同
年
の
八
月
二
〇
日
、
田
原
法
水
と
自
見
凌
雲

の
連
名
で
、
琉
球
国
王
尚
泰
を
名
誉
毀
損
で
提
訴
す
る
と
い
う
強
行
手
段
に
出
た
。
こ
れ
を
画
策
し
た
の
は
実
は
内
務
省
出
張
所
の
木
梨
精
一

郎
で
あ
っ
た
。

こ
の
内
務
省
出
張
所
の
圧
力
に
よ
り
、
琉
球
藩
庁
は
王
国
統
治
権
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
裁
判
権
を
内
務
省
出
張
所
に
奪
取
さ
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
。
実
質
的
な
「
琉
球
処
分
」
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
琉
球
藩
庁
と
東
本
願
寺
と
の
交
渉
は
な
し
崩
し
的
に
東
本
願
寺
側
の
勝
利

と
な
り
、
琉
球
藩
庁
は
同
年
一
二
月
九
日
付
で
信
者
の
解
放
と
罰
金
の
返
還
を
内
務
省
出
張
所
に
報
告
し
て
い
る
。
結
果
的
に
東
本
願
寺
の
琉

球
開
教
は
明
治
政
府
に
よ
る
「
琉
球
処
分
」
に
利
用
さ
れ
、
東
本
願
寺
は
そ
れ
に
加
担
し
た
こ
と
に
な
っ
た
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
出
来
よ

う
。
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